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錦
秋
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
10
年
７
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
平

成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
の
発
災
以
降
「
第
一
期
復
興
・
創
生
期
間
（
平
成
23
年

～
令
和
２
年
度
ま
で
）
」
10
年
間
様
々
な
復
興
施
策
の
取
組
に
よ
り
、
復
興
は
大
き
く
前
進

し
ま
し
た
。
一
方
で
復
興
の
進
展
に
伴
い
、
引
き
続
き
対
応
が
必
要
と
な
る
事
業
や
新
た
な

課
題
も
明
ら
か
と
な
り
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
「
第
２
期
復

興
・
創
生
期
間
」
と
位
置
づ
け
、
復
興
・
創
生
期
間
に
向
け
た
取
組
の
検
討
課
題
、
事
業
規

模
と
財
源
を
定
め
る
な
ど
、
令
和
３
年
度
以
降
の
復
興
の
円
滑
か
つ
着
実
な
遂
行
を
期
す
る

た
め
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
年
10
月
に
発
足
し
た
岸
田
内
閣
お
い
て
就
任
後
初
と

な
っ
た
所
信
表
明
演
説
で
、
岸
田
首
相
は
福
島
県
の
復
興
・
再
生
へ
力
を
尽
く
す
と
訴
え
、

県
内
で
は
現
在
も
約
三
万
五
千
人
の
避
難
が
続
い
て
お
り
、
商
工
業
、
農
林
水
産
業
の
再
開

な
ど
も
途
上
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
、
被
災
者
支
援
、
産
業
・
生
業
の
再
建
に
全
力
で
取
り

組
む
と
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
開
催
さ
れ
た
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
７
月
23
日
～
８
月
８
日
の
17

日
間
）
２
０
２
０
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
８
月
24
日
～
９
月
５
日
ま
で
の
13
日
間
）
に
、

福
島
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
出
場
選
手
の
う
ち
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
混
合
ダ

ブ
ル
ス
（
渡
辺
勇
大
選
手
・
東
野
有
紗
選
手
）
で
銅
メ
ダ
ル
を
手
に
し
ま
し
た
。
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
豊
島　

英
選
手
が
銀
メ
ダ
ル
を
手
に
し
、

車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
の
橋
本
勝
也
選
手
は
銅
メ
ダ
ル
を
手
に
し
ま
し
た
。
活
躍
し
た
四
選
手
に

は
福
島
民
報
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。
世
界
の
強
豪
を
相
手
に
奮
闘
す
る
姿
を
通
し

て
、
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
を
目
指
す
県
民
に
勇
気

と
感
動
を
届
け
て
く
れ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
つ
い
て
、
福
島
県
に
お
い
て
も
、
６
月
後
半
か
ら
新
規
感

染
者
が
増
加
傾
向
と
な
っ
て
、
７
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
を
含
め
、
感

染
者
が
増
加
の
一
歩
を
た
ど
り
８
月
に
は
感
染
者
数
最
多
の
２
百
30
人
を
記
録
し
、
そ
の
後

も
３
桁
の
日
が
続
き
ま
し
た
。

　

９
月
に
入
る
と
感
染
者
数
は
減
少
傾
向
に
転
じ
９
月
23
日
以
降
は
、
10
人
未
満
と
な
り
、

10
月
に
入
っ
て
か
ら
は
一
桁
台
と
な
り
感
染
が
落
ち
着
い
た
背
景
に
は
、
ま
ん
延
防
止
法
重

点
措
置
や
県
独
自
の
感
染
防
止
対
策
の
適
用
に
よ
る
人
流
の
抑
制
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
、

県
民
一
人
一
人
の
心
が
け
に
よ
る
基
本
的
な
感
染
症
対
策
の
徹
底
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
感
染
の
再
拡
大
、
リ
バ
ウ
ン
ド
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、
次
の

感
染
拡
大
の
波
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
極
め
て
大
切
で
す
。
県
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
安
全
・
安
心
な
生
活
の
た
め
、
感
染
が
落
ち
着
い
て
い
る
今
だ
か
ら

こ
そ
、
引
き
続
き
基
本
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
も
県
議
会
議
員
と
し
て
コ
ロ
ナ
対
策
を
着
実
に
、
し
っ
か
り
と
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
皆
様
方
の
あ
た
た
か
い
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

福
島
県
議
会
議
員

 

満

山

喜

一

議
会
役
職

　
◎
災
害
に
強
い
県
づ
く
り
特
別
委
員
会 

委
員
長

　
◎
土
木
委
員
会
委
員

自
由
民
主
党
福
島
県
支
部
連
合
会
顧
問

９月21日（火）～10月８日（金）会 期

　今回の補正予算は、新型コロナウイルス感染症の対策や、福島県沖地震への対応、震災・原子力災害からの着実な復興など、緊急に措置すべ
き経費について計上しました。
　その主な内容といたしましては、　　　　　　　（単位：千円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
■新型コロナウイルス感染症対策として� 計8,375,039円
　・ワクチン個別接種等促進事業� 2,709,617円
　・入院医療機関等の設備整備支援� 1,252,393円
　・宿泊療養施設の確保・運営� 1,229,783円
　・地域公共交通運行継続緊急支援� 251,971円
　・農業者の収入保険加入促進� 38,376円

■福島県沖地震への対応として� 計14,302,604円
　・中小企業グループ施設等復旧整備補助事業� 14,175,897円
　・阿武隈急行災害復旧事業費補助金� 22,500円
■震災・原子力災害からの復興� 計3,199,792円
　・復興基盤総合整備事業� 504,700円
　・耕地災害復旧事業（県営）� 458,293円

ふくしまのふくしまの‟‟観光振興観光振興””とと‟‟風評・風化風評・風化””対策の強化対策の強化

令和３年度９月補正予算について令和３年度９月補正予算について

　令和３年９月定例会は、９月21日(火)から10月８日(金)までの18日間の日程で開催され、令和３年度一般会計補正予算や､当面する県政の重
要な案件について審議し知事提出議案や意見書を可決いたしました。

新産業の創出で復興の進展新産業の創出で復興の進展

定 例 会定 例 会 報
告
報
告９月県議会９月県議会

以上により、一般会計における補正予算の総額は、２９０億８,１００万円
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 10
４

2020東京五輪聖火リレー白河地区 

福島県小学校理科作品展
（マイタウン白河）

国道121号　湯野上バイパス現地調査(下郷町湯野上地内) 

 ７
25

 ９
16

 ８
20

 10
４

 10
４

衆議院議員 上杉謙太郎を囲む会

広報活動

福島県立白河実業高等学校
PTA並びに同窓会要望会 

国道118号　小沼崎バイパス現地調査
(下郷町小沼崎地内) 

緑ヶ丘地区辻立ち

 10
４ 国道118号　鳳坂工区現地調査

(天栄村大字牧之内地内) 

 10
７

 10
８　　森林・林業活性化推進福島県議会連盟

　（林活議員連盟）R4予算知事要望活動 災害に強い県づくり特別委員会

白河市本沼・宮田さん・上杉謙太郎衆議院議員と
凍霜害・雹被害調査

白河市久田野・荒井さん・上杉謙太郎衆議院議員
と凍霜害・雹被害調査

かんけ一郎衆議院議員と国道4号線舗装工事要望
(小田倉小学校付近)


